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片山　近年、保育の現場において、
「同僚性」は大きな関心を集める
テーマとなっています。そもそも私
は、保育者の同僚性と保育の質は密
接につながっていると考えていま
す。「こういう子どもに育ってほし
い」という願いは、「こういう社会
になってほしい」という願いと同じ
です。異なる価値観を受容し、共生
できる人に育ってほしいと願うの
であれば、まず私たち大人がそうし

た社会、職場をつくるよう努力しな
ければいけません。
中丸　保育者と子どもの関係は、園
長と保育者の関係と相似形ですよ
ね。園長の指示にただ従うばかりの
保育者に、子どもの主体性を引き出
す保育ができるかといえば、それは
難しいでしょう。子どもの主体性を
伸ばしていく保育を目指すのであ
れば、園長には保育者の主体性を尊
重する姿勢が必要でしょう。
中坪　年齢が上の人は導く役割で、
年齢が下の人はそれに従うのが美
徳であると考える日本的な気風が

まだ残っている園も現実にはある
でしょう。そうした中では、年齢の
若い人が自発的に会議の場で発言
することは決して簡単ではないは
ずです。
中丸　しかし日本の社会のあり方
が変化し、これまでとは子どもを取
り巻く環境も大きく変わったこと
で、社会性の育成など園が担う役割
はより大きくなっています。園への
期待が大きくなっているからこそ、
保育者個々の知識や経験だけに頼
るのではなく、チームの力で子ども
を育むことが求められていると思

同僚性を高めることは
保育の質を高めること

　「同僚性」とは、簡単に言えば、
保育者同士が互いに支え合い、高め
合っていく協働的な関係のことで
す。小学校以降では、同僚同士が授
業を見合い、それぞれの知識や経験
を行き来させながら、相互に授業力
を高めていけるような関係やあり
方を指します。園では「授業」は存
在しませんが、園内研修などを通し
て子ども理解を深め、専門性を高め
合う関係をイメージするとよいで
しょう。
　近年、園の現場では保育者の多忙
感の増大、多様化する保護者のニー
ズへの対応などの問題に直面して
おり、心の健康を損なう人も少なく

ありません。そうした状況へ保育者
が個別に対応するのは限界があり、
チームとして問題に取り組むこと
が必要です。そうした意味で、保育
に携わるかたがたにとって、同僚性
はとても重要なテーマと言えます。
　授業という枠がなく、教科書が存
在しない保育では、保育者は常に即
時的・即興的に子どもに対応してい
くことが求められています。保育が
即時的・即興的であるからこそ、保
育者が自分の専門性を高めようと
するときには、同僚の保育者と自ら
の保育を振り返る作業が欠かせま
せん。保育者同士が互いに学び合え
れば、「こんな見方もあったのか！」
と、自分の子ども理解を根幹から問
い直し、保育者として大きく成長を
遂げる場面にも出合えるかもしれ

ません。書物を読んだり、講演を聞
いたりすることも大切ですが、保育
者がチームになって、お互いの保育
から学び合うことが何より重要な
のは、保育の特徴だと私は思いま
す。
　保育への期待が高まる今、園長先
生には自園全体の専門性を高める
ために、同僚性についてぜひ考えて
みていただきたいと思います。
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同僚性を高めて、保育者同士が学び合う風土をつくるために、
園長先生は何をすればよいのでしょうか。ふたりの園長先生、そして中坪先生に
同僚性の重要性から、その具体的な高め方について話し合っていただきました。
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います。
片山　社会が大きく変わっている
のに、保育の現場では保育者の意識
がその変化に追いついていないの
かもしれません。だから、ベテラン
の経験が優先され、上意下達で動く
組織になりがちです。そうした中
で、同僚性という言葉が聞かれるよ
うになったのは、現場に変化の兆し
が少しずつ表れてきたのでしょう。

中丸　ただ、保育者間のコミュニ
ケーションを豊かにしようとして
も、保育の長時間化によって、保育
者の多忙化が進み、難しくなってい
ることも事実です。時間にゆとりが
なくなっているため、保育者同士が
ちょっとした雑談をする余裕もな
くなっている気がします。本来は、
そうした雑談を通して子ども理解
を互いに深め合い、そんなやりとり
の中で同僚性が育まれていたはず
です。今の園は、やるべきことが多

すぎて、実践の中で保育者が語り合
い、情報交換し、信頼関係を醸成す
ることが難しくなっています。
中坪　実際私も、「同僚性の大切さ
はわかるけど、みんなが集まって話
し合うような機会がなかなかつく
れない」という現場の声をよく耳に
します。限られた時間の中でたくさ
んの仕事を処理しようとすると当
然効率性が求められますし、効率性
を重視するほど、会議のあり方も
トップダウンの伝達型になってい
かざるを得ません。園長先生はみん
なから意見をくみ上げたいと考え
ているのに、時間がかかるから実際
にはできていないというケースも
多いでしょう。
片山　多忙化は多くの園に共通し
た課題です。だからこそ、園長は「保
育者同士のコミュニケーションを
豊かにしましょう」「年齢にとらわ
れず、自由に意見を言いましょう」
と声をかけるだけではなく、具体的
なしかけをしていく必要があると
思います。

片山　まず、会議はあまり大人数に
ならないようにすることが重要だ
と思います。私の園では、保育者を
5人程度の複数のグループに分けて
会議をすることが多いんです。
中丸　メンバー編成にもひと工夫
できますよね。例えば、ベテラング
ループと若手グループを分けて会
議を行うことがありますが、若手
が臆せずに意見を言えるというメ
リットだけでなく、ふたつのグルー
プの意見をすりあわせることで、
「こんな見方をしているのか」と視
点の違いに気づくことができます。
中坪　みんなが発言できる会議に
するための最適人数は、３人から 5
人と言われていますね。私も、大学
の講義などでグループをつくると
きはそのくらいの人数を心がけて
います。６人グループで話し合いを
するなら、いったん 3人グループを
ふたつつくった方が、会議は活性化
するかもしれません。
中丸　また、私の園では会議でホ
ワイトボードをよく使っています

が、書記はできるだけ私自身が務め
るようにしています。そうすること
で、園長があまり口を出さず保育者
の意見を反映できますし、私が会議
の流れを視覚化することで、若い保
育者も論点を理解しやすくなって
いるように思います。園長として、
たくさん発言しなくても、園全体の
議論を促進することはできている
と感じています。
片山　進行中の議論を視覚的に整
理するのには力が必要ですから、ま
さに園長の役割でしょうね。議論を
促進するような書記役を務めるこ
とができれば、園長が「発言してく
ださい！」とお願いしなくても、議
論はきっと盛り上がるはずです。
中坪　ホワイトボードのような小
道具として、付箋を使うのも有効で
す。例えば、写真を見ながら子ども
の気持ちについて気づいたことを
付箋にひとつずつ書いていけば、付
箋に書くということを通して、全員
に発言の機会が保証されます。ま
た、付箋にはひと言ふた言のポイン
トしか書けませんから、周囲から
「これはどういうこと？」と尋ねら
れることでさらに対話が展開して
いくでしょう。

片山　会議の場で、経験や年齢の
差を越えてみんなが活発に発言で
きるように、私の園では職員のメー
リングリストを活用して、会議の１
週間前に議題を発信し、保育者が自
由に意見を述べられるようにして
います。みんなの前で発言するのは
苦手でも、メールでの文章にまと

めることは得意な若手
保育者は少なくありま
せん。１週間もすれば
さまざまな書き込みが
あり、誰が何を考えて
いるかがわかったうえ
で会議に臨めます。会
議の論点が明確だから、
「自分も意見を言いた
い！」と会議をむしろ
楽しみにしているよう
です。確かに職歴の浅
い保育者が、少ない経
験をもとに思い込みの
ような考えを先輩にぶ
つけてしまう場面もあります。しか
し、そうした若手の意見もベテラン
が受容していると、時間の経過とと
もに若手自身が「自分はこんな恥ず
かしいことを言っていたのか」と自
ら気づき、学んでいきます。
中坪　私も、若い保育者がブログ形
式でその日の保育を書きとめ、それ
に対して同僚の保育者がコメント
を寄せて、互いに保育を振り返って
いるケースを聞いたことがありま
す。もちろん個人情報の取り扱いに
は十分に注意しなければなりませ
んが、インターネットなどを活用し
たコミュニケーションも、同僚性を
育むきっかけのひとつとして有効
でしょう。
片山　保育園は保育者の勤務スケ
ジュールが同じではなく、全員が集
まるのが難しいので、インターネッ
トを介したコミュニケーションも
現実的で有効です。若い保育者が子
どもへの思いを綴ったメールを読
むと、本当は若い保育者も、子ども
のことを熱く語り合う場を求めて

いるのだなあと実感します。
中坪　会議の前に意見を述べ合う
場合、抽象的なテーマではなく、で
きるだけ個別的・具体的な話題にす
ることも重要でしょう。片山先生の
園で若手がどんどん意見を書ける
のは、具体的なシーンについて議論
しているからだと思います。実際の
会議の場でも映像や写真を前に、子
どもの気持ちをみんなで考え合う
ような研修の方が議論は活性化し
やすいですからね。

中丸　園内研修で保育者が子ども
のことを語っているとき、「日々の
保育のことはよく知らないから…」
と園長が離席してしまうケースが
あると聞きます。しかし私は、保育
者が子どもを語るときこそ、園長は
そこに同席し、耳を傾けるべきだと
思うのです。そして反対に、例えば
職員採用や園内環境の改善など、最
終的には園長が意思決定するよう

多忙化する今だからこそ
園長のしかけが重要に

会議の人数、構成、
小道具などを工夫する
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同僚から学ぶ姿勢を
園長が率先して示す

保育者の資質向上のために必要なこととは？参考データ

注）複数回答。「その他」を含む28項目のうち、50％以上の選択率だった９項目のみ図示。
出典：ベネッセ教育総合研究所「第2回幼児教育・保育についての基本調査報告書」（2014年）
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と考えている園長は多い

　会議のあり方、進め方を工夫する
会議は３～５人の少人数で行う
ベテランと若手を分けて会議するのも一案
園長先生は書記を務め、保育者の発言を引き出す
付箋を活用し、全員に発言の機会をつくる
インターネットを使って、事前に意見交換する
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　若手が安心できる雰囲気をつくる
重要なテーマこそ、保育者に発言の機会を与える
園長先生自身が他の保育者に学ぶ姿勢を示す
「責任は園長がとる」という態度を明確にする
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　自園の強みを踏まえて園の理想を語る
自園の強み、一人ひとりの保育者の長所から、園の理
想像を前向きに語ったうえで、その実現のために何を
すべきかを考える
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な案件こそ、むしろ園長抜きで保育
者たちに自由に意見を言ってもら
い、声を吸い上げたいと思っていま
す。実際、決めるのは私であって
も、いろいろな見方があることに気
づき、こちらも視野が広げられる思
いがすることが多々あります。答え
が簡単に出そうにないと思うテー
マほど、私は保育者に相談するよ
うに心がけています。実は今回も、
「同僚性というテーマで座談会に参
加するのだけど、みなさんは同僚性
についてどう思いますか」と話を聞
いてきました。大事なことについ
て保育者に広く意見を求めること
で、「園長は自分たちを信頼してい
る」と同僚性の醸成につながるので
はないでしょうか。
中坪　中丸先生の描く園長像は、
引っ張る人、指示を出す人というよ
りも、同僚から学ぶ姿勢を率先して
示す人なのでしょうね。園長という
立場で若い人たちに意見を求める
のは決して簡単ではないと思いま
すが、リーダー自らが同僚に心を開
いていることは保育者のみなさん
にきっと伝わっているはずです。
片山　責任は園長がとるから、みな

さんは自由に、自分の意見、信念を
語ってほしいという姿勢を貫くこ
とが大切ですよね。保育者の意見が
正しければ大いにほめるけれど、仮
に間違って失敗しても、意思決定者
は園長なのだから責を問うことは
してはいけませんよね。保育者がの
びのびと子どもに接することがで
きるように、園長は保育者に対し
て、失敗を寛容する気持ちで向き合
うことを常に心がけたいものです。
中丸　園長は確かにトップですが、
精神的には同僚を下支えする存在、
受け皿でありたいですね。

中坪　同僚性を高めるために、園長
先生に心がけていただきたいのは
ポジティブアプローチという考え
方です。園に限らず、多くの会議で
は抱えている課題を明らかにし、そ
の克服のためにすべきことを議論
します。園内研修でも保育者の子ど
も理解の「間違っているところ」を
指摘することが多くなりがちです。
もちろんそうした研修も大切なの
ですが、それだけに終始すると保育
者は前向きな気持ちになりにくい
ものです。反対に、自園の強み、保
育者個々のよいところを探し、それ
をもっと伸ばしていったとき、チー
ムとして園はどんな状態になれる
かを思い描き、そのために何をすれ
ばいいかを議論するのがポジティ
ブアプローチです。どんな取り組み
でも積み重ねていくためには、楽し
く、無理がないことが大切です。園
長先生が前向き思考でいることで、
保育者は「やってみよう」という気

持ちになるのではないでしょうか。
片山　子どもの記録でも、問題点に
目を向けるのではなく、まずはその
子のよいところを探していくこと
で、保育者は前向きになれるし、担
任以外の保育者も記録作りに参加
しやすくなりますよね。保育者同士
の関係でも、いいところを探し合う
方がキャリアの差を気にせずに意
見を言いやすいはずです。私の園で
は中長期計画などを立てるときも、
とにかく理想、夢を詰め込もうと呼
びかけていますが、そうして前向き
な集団になって初めて、現状を見つ
め、弱点を飲み込んでしまう力が出
てくるように思います。
中丸　目標が大きいほど、ベテラン
だけの力では実現が難しく、みんな
で向かっていく必要が出てきます
からね。そもそも、私たちが向き
合っている子どもは、常に前向きな
存在で、転んでも、失敗してもまた
笑顔でがんばっています。そうした
子どものあり方を学ぶことが必要
なのかもしれません。
中坪　育ち合える人間関係をつく
るためには、一人ひとりの自己開示
が大切です。園内研修などで、ひと
りの保育者が素朴な疑問を率直に
打ち明けたことをきっかけに、保育
者全員が「自分の言葉で素直に語っ
ていいのだ」と理解し、それ以降、
保育者間のコミュニケーションが
活発になることがあります。自己開
示しやすいリラックスした雰囲気
をつくるのは、園長先生の役割で
しょう。お茶やお菓子を楽しみなが
ら、園長先生がときには自らの失敗
や悩みを吐露することが、同僚性を
高める一歩になると思います。

自園の強みに目を向け
理想を語り合う
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